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はじめに

　改訂教育課程が来年度から先行実施され

ます．数学では必修の数学Ⅰに「データの

分析」が加わりました．統計分野は，これ

までの教育課程では選択内容だったため教

えたことがないという教師もいるでしょう

し，若い世代の教師は中学・高校で学習し

ていないという状況でしょう．そのうえ，

「箱ひげ図」は全く新しい内容なので，こ

れまで見たことも聞いたこともなかったの

かもしれません．

　きょうの講演では箱ひげ図およびこれに

関連する内容の解説をするとともに，周辺

の事情などもお話しする予定です．

　また，実際のデータを使って，箱ひげ図

を作成するまでの実習も行います．

プログラム予定

Ⅰ部 「データの分析」を巡って

●序

１．数学と統計学の違い

２．統計の対象は集団

３．統計で求める量は「目安」の値

●教科書を比較して

４．統一されていること

５．統一されていないこと

６．「四分位数の定義は他にもある」？

７．教科書の定義で数値を求めると

８．パソコン（Excel）で数値を求めると
９．「四分位偏差」は結局？

10．教科書にない，でも必要になること
●箱ひげ図の背景

11．いつ，だれが考えた？
12．なぜ，こんな方法をとる？
13．海外の教育では？　遅れた日本
●箱ひげ図の利用

14．実際に使われている？
15．確率の授業にも箱ひげ図を！
●その他

16．少しだけ散布図と相関について
17．結果の評価と解釈も忘れずに
18．成績評価は？　センター試験は？

Ⅱ部 データの分析 実習

●分析の目的とデータの収集も大切

きょうはそこからはできないので

ガイナーレ鳥取 vs JEF市原千葉

番外（時間次第で）

●他教科で使われる統計グラフ

●誤用の多い統計グラフ

以上


